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9代将軍 徳川家重  

 言語等障害→側用人復活。大岡忠光 。 

1758 宝暦事件   

 尊王論者の 竹内式部 を追放刑に。 
 尊王論が弾圧された初の事件。 

 

 

10代将軍 徳川家治  

 側用人 田沼意次 →老中に昇格。 

 田沼政権、重商主義の低禄武士を登用。 

 

 

 土地からの年貢収入に限界 

 民衆の経済活動からの収益も財源に 

 

・ 株仲間 結成を奨励 

 営業独占を認める代わりに 

  運上 ・ 冥加 を納めさせる。 

 

 

・ 専売制 の強化 

  朝鮮人参座  

  銅座   

  真鍮座  

    

・貨幣制度の一本化についに着手 

 計数銀貨 南鐐二朱銀 の鋳造 

 

 

 

金１両＝銀 50匁 を 金 1両＝銀 60匁 

 

 

 

 

 

 

新田開発＆水運整備 

  印旛沼  ・ 手賀沼 干拓計画 

 

 

長崎貿易の制限緩和 

・ 銅 、 俵物 を輸出→金銀獲得 

  

 

ロシア貿易も計画 

・ 工藤平助 『  赤蝦夷風説考 』 

  

→田沼、出羽村山出身の 最上徳内 を 

 東蝦夷地に派遣→蝦夷地開発計画 

 

 

 

 

 

 

・天明の打ちこわし 

 飢饉と噴火で米価暴騰、民衆困窮 

→  田沼意知 が旗本 佐野政言 に刺殺 

 

 

 


